
　弥
やよい

生時
じ

代
だい

は、米
こめ

作
づく

り等
など

の農
のう

耕
こう

が本
ほん

格
かく

的
てき

に始
はじ

まった時
じ

代
だい

です。妻
む

木
き

晩
ばん

田
だ

遺
い

跡
せき

から

も炭
たん

化
か

した米や稲
いね

の収
しゅう

穫
かく

に使
つか

う石包丁という道具が出
しゅつ

土
ど

しているため、ここの

弥
やよい

生人
じん

も米を食
た

べていたと考
かんが

えられます。

　現
げん

在
ざい

は大
おお

型
がた

機
き

械
かい

により稲
いね

の根
ね

元
もと

から一
いっ

気
き

に刈
か

り取
と

りますが、弥生時代はどのよ

うにして稲の収穫をしていたのでしょう。専
せん

用
よう

の石
せっ

器
き

の２つの穴
あな

にひもを通
とお

して

指
ゆび

にかけ、稲
いね

の穂
ほ

先
さき

だけをつみ取
と

って使
つか

っていました。この収穫方
ほう

法
ほう

は、「穂
ほ

首
くび

がり」といって、稲
いな

穂
ほ

をむしるように切
き

り取
と

っていたと考
かんが

えられています。妻
む

木
き

晩
ばん

田
だ

遺
い

跡
せき

でも、日
ひ

野
の

川
がわ

流
りゅう

域
いき

で採
さい

集
しゅ

できる緑
りょく

色
しょく

片
へん

岩
がん

等
など

をみがいてつくられた石包丁

が出
しゅつ

土
ど

しています。

　石包丁の製
せい

作
さく

工
こう

程
てい

は、大
おお

阪
さか

府
ふ

池
いけ

上
がみ

曽
そ

根
ね

遺
い

跡
せき

等
など

で明
あき

らかになっており、その手
て

順
じゅん

でつくっていきますが、本
ほん

来
らい

使
し

用
よう

された石
せき

材
ざい

を使うと製作に時
じ

間
かん

がかかるため、やわらかい石
いし

を使って体験します。

　弥
やよい

生の人
ひと

々
びと

は、自
じ

分
ぶん

たちの暮
く

らしに合
あ

うように道具を作り、改
かい

良
りょう

を続
つづ

けてきました。石包丁はその一
いち

例
れい

で
す。他

ほか

にも石
せっ

器
き

、木
もく

製
せい

品
ひん

、鉄
てっ

器
き

、青
せい

銅
どう

器
き

等
など

たくさんの道具が作られています。このガイダンスしせつにもた
くさん展

てん

示
じ

してあります。調
しら

べてみましょう。

淀
よど

江
え

平
へい

野
や

から石包丁と同
おな

じ目
もく

的
てき

で使われた包丁が見つかっています。その材料となったのは、次のう
ちどれでしょう。
①木

き

　②鉄
てつ

　③銅
どう

　④ねん土
ど

　⇒　（　　　　　　　　　）

クイズ

「石包丁づくり」に挑
ちょう
戦
せん
しよう！

【準
じゅん

備
び

】滑
かっ

石
せき

、糸
いと

のこぎり、ドリル、金
かね

やすり、と石
いし

、紙
かみ

やすり

❶石にえん筆
ぴつ

やペンなどで輪
りん

かくと穴
あな

を開
あ

ける場
ば

所
しょ

を書
か

きます。
❸手

て

になじむように、金やすりで形を
整
ととの

えます。
❷ドリルを使って穴を開

あ

け、糸のこぎり
を使って、大

おお

まかな形
かたち

を切
き

り出
だ

します。

❹と石でといで、刃
は

をつけます。 ❻ひもを通
とお

して完
かん

成
せい

です。❺細
こま

かい目
め

の紙やすりで全
ぜん

体
たい

をみがき
ます。

むきばんだ
弥 生 体 験
カ ー ド 石

い し

包
ぼ う

丁
ちょう

づくり体
た い

験
け ん

～使
つか
える道

どう
具
ぐ
を作
つく
る～06
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　同
おな

じ方
ほう

法
ほう

で鳥
とっ

取
とり

県
けん

産
さん

の粘
ねん

板
ばん

岩
がん

を使
つか

って石包丁

を作ってみまし

た。　

　粘板岩をうすく割り、石ではしを打ちかいて形を作ります。と石でとぎ、マイギリで穴を開けて完成です。

　現
げん

在
ざい

の稲
いね

かりは、根
ね

元
もと

からかり取
と

る ｢根
ね

がり｣ が行
おこな

われています。しかし、弥生の人
ひと

々
びと

はなぜ、穂首がりを行っ

ていたのでしょう。それは、当
とう

時
じ

の稲は同
おな

じ場
ば

所
しょ

・同じ時
じ

期
き

でも、稲
いな

穂
ほ

の実
みの

る時期がばらばらで、一
いち

度
ど

の収
しゅう

穫
かく

に適
てき

していなかったからです。そのため、弥生の田
た

畑
はた

では、採
と

り入
い

れに適
てき

した稲穂だけを選
えら

んで穂
ほ

先
さき

をかり取ったのです。

その後
あと

、稲はさいばい技
ぎ

術
じゅつ

の進
しん

歩
ぽ

や品
ひん

種
しゅ

改
かい

良
りょう

によって、ほぼ同
どう

時
じ

期
き

に実
み

をつけるようになったので、根がりによる

収穫が可
か

能
のう

になったのです。

クイズの答え…①

※�みなさん、よく切
き

れそうな石包丁ができましたか？　今
きょう

日の「石包丁作り」体験で発
はっ

見
けん

したことやわかっ
たこと等

など

、感
かん

想
そう

をまとめてみましょう。
　

　

　

　

豆
まめ

知
ち

識
しき

1 弥
や よ い

生時
じ

代
だい

の石
いし

包
ほう

丁
ちょう

の作
つく

り方
かた

� （出典　大阪府立弥生文化博物館編2001『弥生都市は語る』より）

豆 知 識 2 なぜ、穂
ほ　 く び

首がりをしたのだろう？

❷大
おお

きく打
う

ちかいて、
厚
あつ

みをとります。
❶石
いし

をあら割
わ

りします。 ❹表
ひょう

面
めん

をみがきます。❸細
こま

かく打ちかいて、
形
かたち

を整
ととの

えます。
❺穴
あな

を開
あ

けて完
かん

成
せい

です。

　木包丁は、かたい木
もく

材
ざい

の

ケヤキ製
せい

で、木
もく

目
め

を上
う

手
ま

く

活
かつ

用
よう

して作られており、木
もく

質
しつ

のかたい部
ぶ

分
ぶん

がのこぎり

の歯
は

のようになるように

なっています。弥生人のち

えはすごいですね。

妻
む

木
き

晩
ばん

田
だ

遺
い

跡
せき

で見つかった石包丁と
� 淀

よど

江
え

平
へい

野
や

で見つかった木
き

包
ほう

丁
ちょう

豆 知 識 3

石包丁 木包丁（下は復元）
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